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1. はじめに 
第 7 回を迎えた 2013 年度アニマルサイエンス学科
海外実習は、米国ハワイ州オアフ島で 2013 年 9 月 2
日出発、9 月10 日帰国という9 日間実施された。片道
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図 4.1.2、図 4.1.3 のようにサービスドッグ育成の資
格をもつ Susan Luehrs 氏と Loren Lasher 氏によっ
てそれぞれの講義と実演を視察した。サービスドッ
グの目的は、ハンドラーをサポートできることであ
り、適正を見極めるために生後 2 〜 3 か月でトレー









図 4.1.1　Hawaii Fi-Do の Susan Luehrs 氏による実演








を行っている。図 4.1.4 は、Hawaii Fi-Do のトレー
ニング場で撮影したスタッフ、ボランティア、セラ
ピードッグといっしょの写真である。
4.2 Oahu SPCA 
Hawaii-Fi-Do 視 察 後 に OahuSPCA（the Oahu 










の案内を担当された Adoptions Coordinator の Sara 
Mays 氏によれば、毎日、75 頭の犬と 100 頭の猫を
世話しているとのことであった。図 4.2.3 は、施設前






4.3.1、図 4.3.2、図 4.3.3 のようにハワイの自然を維
平成 25 年度アニマルサイエンス学科ハワイ海外実習を終えて
図 4.1.3　Hawaii Fi-Do の Loren Lasher 氏による実演 図 4.2.1　Oahu SPCA で保護されている犬
図 4.2.2　Oahu SPCA で保護されている猫
図 4.2.3　Oahu SPCA Sara Mays 氏とともに


















図 4.4.1　Hawaiian Humane Society 施設見学前の講義
図 4.4.4　施設で使われている IC チップリーダー
図 4.4.2　Hawaiian Humane Society の猫舎
図 4.4.5　Hawaiian Humane Society 前にて




4.4 Hawaiian Humane Society 
イルカウォッチング後の夕刻にワイキキでは歴







いることはなく、図 4.4.2 と図 4.4.3 のように施設
自体もとてもきれいであった。保護された動物た
ちの識別に図 4.4.4 のような IC チップリーダーを
使用していた。スタッフ数は 60 人でボランティア
は 600 人とのことであった。図 4.4.5 は、施設入口
での写真である。























図 4.5.1　マルヒア病院 AAA ボランティアの
ホーレン氏と愛犬（ハッピーとベイブ）
図 4.5.2　ホーレン氏の愛犬ハッピーとともに
図 4.5.4　マルヒア病院 AAA スタッフ、ボランティア、そしてセラピードッグとともに












図 4.6.1　Alofa Ogagalito 氏による犬猫救急処置
プログラム実習風景


















































上野原の学生の第 2 位は、マルヒア病院での AAA
平成 25 年度アニマルサイエンス学科ハワイ海外実習を終えて
図 4.8.1　ワイキキビーチをバックに 図 4.8.2　最終日の夕食会
視察、千住の学生の第 2 位は、Hawaiian Humane 
Society 視察だった。第 3 位には、両キャンパスと
も米国赤十字社犬猫救急処置プログラム資格取得が
あげられていた。第 2 位については各キャンパスに
よる興味の違いがでているように感じた。今回の実
習に関する満足度は、図 5.2 に示すように両キャン
パスの学生ともほぼ全員が「ほぼ満足」以上という
結果であった。
図 5.1　印象に残った研修場所（複数回答可）
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6. まとめ 
今回の実習では、米国赤十字社犬猫救急処理プロ
グラムの資格を取得できたことが大きな目標達成と
いえる。提出された実習日誌をみると英語が通じず
これから是非英語力をつけたいという意見と 2 か所
の動物愛護団体を視察し、比較できたことはとても
勉強になったとの意見が多くあった。印象に残った
研修場所第一位であるイルカウォッチングでの野生
イルカを目の前にした体験は一生わすれないと思
う。英語の苦労はあったと思うが、是非とも今回の
海外実習の経験を学生諸君の今後に生かしてもらい
たいと期待している。
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図 5.2　実習の満足度
